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生活：学校をきれいにしよう  

保健：寒さに負けない体をつくろう 

給食：はしを正しく使おう  
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あっという間に冬が訪れ，伊佐の寒さを感じる時期になりました。そのような中，子どもたちは元気よく友達

と遊んだり，勉強したり，毎日の生活を楽しんでいます。つい先日始まった気がする２学期も，１２月２２日

(金)には終業式を迎えます。以前，研修会に参加して学んだことをお伝えします。 

「子どもはほめて育てるとよい」ということは，すでに通説であるように思います。ところで皆さんは，お子

さんがテストで百点をとって帰ってきた時や，持久走で１位だった時，お子さんにどのような言葉をかけます

か。たいていは「百点だったの。よくがんばったね。」「持久走１位だったね。すごい！」というほめ方をする

と思います。これは一見，適切なほめ方のように思えますが，その裏には「百点だったから」「１位だったから」 

ほめるという結果主義が見えます。そうやってほめられてきた子は「百点でなければ（１位でなければ）うれし

くない」というこだわりが強くなり，そこに至る過程を楽しめなくなる可能性があるということです。 

一人ひとりの子どもが同じような努力をしても，全員が同じような結果になるとは限りません。その結果が

満足のいくものであってもなくても，そこに至るまでの過程を十分に認め，ほめてあげることが大切です。特に

結果が良かった時などは，ついその結果ばかりをほめてしまいがちになりますが，そういう時にこそ，そこに至

るまでの過程を認めることを大事にしていきたいものです。 

子どものほめ方には２種類あるということも，その方から教わりました。一つは，前述したような，結果では

なく，子どもの行動をほめることです。つまり，子どもがやり遂げたこと，努力したことを認めることです。 

もう一つは，子どもの存在そのものをほめることです。これは，文字通り存在するだけでほめられるというも

のです。どちらもとても大切ですが，ご家庭で特に大切にしていただきたいのは後者です。なぜなら，「あなた

がいてくれるだけで嬉しい」ということを伝えられるのは，家族の他にあまりいないからです。けれども「存在

そのものを認める」ことは，頭の中では思ってはいても，日常ではあまり子どもに伝えていないのではないでし

ょうか。子どもは誰かに「存在そのものを認められている」と思えるだけで，長所も短所も併せもった自分を

「価値ある人間だ」という自己肯定感を育てることができます。自己肯定感をもてた子は，他者の違いを理解

し，認め，他者を思いやることもできます。成功や優劣に関係なく，「ただそこにいるだけで十分だ」という温

かいメッセージを，私も本城小の子どもたちに，これからも大切に伝えていきたいと思っています。 

終業式には子どもたちが通知票を持ち帰ります。子どもたちの２学期の一生懸命な取組をご確認ください。

そして，結果にこだわることなく，お子さんのほめるところをたくさん見つけて，いつもより多く話をしてみて

はいかがでしょうか。 

 

 

 

 

「２種類のほめ方」 ～ あなたがいてくれるだけで嬉しい ～ 

令和５年度伊佐さわやかあいさつ運動標語（優良賞） 

「おはようで きょうも すたあと よおいどん」（本城小 １年 柏原冴紀） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 11 日（土）は，『学習発表会』が行われました。「各教科」や「総合的な学習の時間」に学んだ

ことや調べたことを劇風にアレンジしたり，ＰＣ・プロジェクターを使い研究発表をしたりと工夫を凝

らした表現がたくさんありました。地域の方々の招待はありませんでしたが，久しぶりに保護者の皆様

には人数の制限なしで観ていただきました。緊張しながらも一生懸命に発表する姿に感動しました。 

 本校卒業生で小学校の教員を目指す「亀割優

菜さん」が教育実習生として６年生の学級を中心

に子どもたちに勉強を教えたり，昼休みに遊んだ

りして約２週間を過ごしました。来年４月から小

学校教員として働く優菜さん。ぜひ，本城小学校

での経験を生かして頑張ってほしいですね。 

５年生は，亀割浩介さん指導のもと 5 月の

育苗箱への種籾蒔きに始まり，7 月 5 日「田

植え」，10 月 27 日「稲刈り・はざ掛け」を

行い，11 月９日には「脱穀」を行いました。

最後に米袋に付けるラベル作りをして，精米

された美味しいお米を待ちます。 

9 日（火）始業式            22 日（月）～26 日（金）給食週間・伊佐ふるさと検定 

11 日（木）薬物乱用教室（６年）      24 日（水）菱刈中学校入学説明会（６年） 

13 日（土）土曜授業           29 日（月）～2/10（土） 人権旬間 

16 日（火）鹿児島定着度調査①（５年）  31 日（水）全学年４時間授業（給食有）13 時下校 

17 日（水）鹿児島定着度調査②（５年）      ＊ 小中一貫教育実践研修会のため 

19 日（金）授業参観（一斉道徳授業），学級ＰＴＡ〔各クラスから役員候補決め，専門部決定〕 

 

 12 月７日（木）は，校内持久走発表会が行われま

した。本年度から走るコースや距離を変更して実

施しました。沿道には，多くの保護者や地域の方

々からの力強い声援が響き，その声援に背中を押

されるように頑張って走りました。 

１年生１位 男子：山口 咲  女子：竹下咲美 

２年生１位 男子：浦崎 綾  女子：川村 涙 

３年生１位 男子：柏原晟太郎 女子：山下稀星 

４年生１位 男子：青木柊磨  女子：村田瑠琉華 

５年生１位 男子：轟木大琉  女子：中原結莉 

６年生１位 男子：村田旺琉珂 女子：稲留麗羅 


